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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・平成24年度職員日帰り旅行について

　日程と場所については下記の内容で予定しています。
日程　⇒　平成２４年７月２６日（木）
場所　⇒　いわて子どもの森（岩手県立児童館）
参加対象者は、法人全職員を対象としています。（すでに１泊職員旅行に参加している職員、　　

１泊職員旅行を不参加とした職員を含む）
入場料は無料です。その他、昼食代、有料の遊具代は自己負担となります。ただし、１泊職員旅行に参加された職員は、参加費用は全額自己負担となります。
参加人数の確認のため、希望参加者は下記まで入力をして下さい。
「書類フォルダ」⇒「委員会」⇒「法人行事委員会」⇒「Ｈ２４日帰り旅行希望者記入表」
締め切りは、７月１２日（木）厳守でお願いします。
・カードの未打刻について

　未打刻のあったスタッフは、個人ファイルに書類を入れていますので、押印し早急に総務へ提出するようにしてください。

・医療事故対策委員会より

　６月の発生事故、インシデント報告が掲示板に添付されています。各自、確認し安全管理に努
めましょう。
・第2回院内研修について
第2回院内研修を下記の内容で実施となっています。参加するようにしましょう。
日時：7月17日(火) 18日(水)　17:30～18:30
場所：メンタルケア病棟3階　会議室
テーマ：「クレーム対応について」
講師：接遇向上委員会　福士 亜希子委員長
当日の出欠予定の記入を各自でお願い致します。
Ｗｉｚの書類フォルダー⇒教育委員会⇒平成24年度教育委員会⇒平成24年度院内研修
⇒第2回院内研修⇒24年度院内研修出欠表
※今回の研修はロールプレイ形式で行うため、事前にグループ分けをします。出欠予定の記入は　　　

７/１０(火)までの期限厳守でお願い致します。

・患者様の受け持ちについて

　山田Ｎｓの復職に伴って、Ｂチーム、松橋ＳＧＭの受け持ち患者様へ配置、佐々木孝Ｃｗを滝

田Ｎｓ受け持ち患者様へ配置となっています。

・防災委員会より

　７/１３（金）13時30分より、病院内防災訓練（日中想定）を実施予定としています。北病棟からの参加者は、山田Ｎｓ、畑中Ｎｓ、吉田Ｃｗとなっています。また、企画書を勤務分担表に挟んでおきますので、各自で内容の確認をお願いします。

・ケアプラン担当より

　ケアプランの評価、見直し、書き直し、翌月への移し変えは、７/１０（火）までにして下さい。

・医療機能評価について

　現在当院は、Vr.５ですが、Vr.６の評価を受ける予定となっています。質の評価重視となって

おり、評価当日には、スタッフへ、理念の把握、ケアプランの進行具合、マニュアルの活用な

ど質問されることがあるので、各自周知しておきましょう。

・基準手順の見直しについて

　訂正・修正部分については、原文をいじらずに、付近の空白欄にわかりやすいように赤字での表記として下さい。

＜患者様連絡事項＞

・稲垣　恵利子様～臨時処方となっていたカロナール200（解熱鎮痛消炎剤）は、本日朝食後より止めとなっています。主治医よりセフジトレン（100）３Ｔ　3×/3Ｔの臨時処方、酸素飽和濃度測定の指示となっています。また、本日、胸部ＸＰ検査、血液検査実施しており、結果について主治医へ報告し指示を仰ぐこととしています。

・伊藤　五十二様～シンラック液1本処方となっています。

＜注目患者様ケース検討＞

・稲垣　恵利子様～本日は体温37℃台で経過しています。病棟ホールにて食事を摂っていただいています。食事は全量摂取することができています。水分の摂取については、1.5Lを超えても現状にあわせて、過度とならない程度に対応していきましょう。また、安静の保持ができずにいます。部屋から出るときは、感染拡大の防止のためマスクを必ず着用するように説明しましょう。引き続き身体症状と、体感幻覚による精神症状の様子観察を続けましょう。

・倉橋　生子　様～素っ気ない態度みられていますが、他患者様の素行について、直に他患者様へ訴えることなく、スタッフへ報告する行為がみられています。トラブルの回避となってはいますが、引き続き他者への干渉が悪意的にとられ、トラブルに発展しないよう観察し関わりを持ちましょう。

・滝田　英人　様～昨日良眠で経過し、日課、プログラムの取り組みもできていますが、考え事をし続けるような表情をしています。独語も発していませんが、他者とのトラブル防止や、生活のリズムを整えるよう介入していきましょう。

＜週間予定＞

２日（月）　青風荘側との面接(山田様・津嶋様・大上様)、腹囲測定（大釜万知様）

３日（火）　モップ付け

４日（水）　胸部XP検査（３名）、リネン交換（毛布カバー）

５日（木）　研修旅行（２班）

６日（金）　研修旅行（２班）

７日（土）　SST

＜担当業務進捗状況　（医事統計）＞

・滞りなく進行しています。

＜青風荘入所の判断材料として、青風荘スタッフとの面談を実施(患者様３名)＞

青風荘入所可能であるか判断材料として、以下の患者様の情報提供と看護師、ＰＳＷを交えた

青風荘スタッフとの面談を実施しています。

・山田　隆雄　様～「病院が良いです。」と話され、入所に関しては消極的な様子です。何度も見学を実施して、よく見て施設の環境に慣れていきましょうと伝えています。

・大上　なみ　様～「あまり行きたくないわぁ。」と話され、また、「夫（アベ　ツトム）が良いと言っていたのか?」と妄想様の発言活発となっています。施設の入所よりも自宅への退院を希望されています。

・津嶋　イチ子様～自ら入院に至る経緯を話されています。入所に関しては、主治医や甥様しだ

いであると話されています。

・勉強会（看護研究とは　　上口ＪＧＭ）実施しています。別紙資料を添付しています。

◎カンファレンス勉強会　　看護研究とは　　　　　　　　　　　　　上口　昌範　　　　別紙

１．看護研究の目的

臨床の現場で起こっているさまざまな現象の解析や、患者を対象におこなった看護ケアの根拠や効率性・効果を検出して、看護のレベルアップにつなげることが目的。

研究が実践に生かせなけらばならない。



２．看護研究の進め方

1 研究テーマのみつけかた

病棟や院内で気になることがある

看護ケア・カンファレンス・新聞を読む・人との会話・・・

発生した問題や直面した問題はたいてい氷山の一角で水面下には多数の問題発生の要因がある！

　　　Why?　なぜっ？
問題要因を順々に深く追究し考えることで核となる原因まで追究できる。

このような思考過程で要因を分析していくいこで、臨床研究を現実に生かすことができ、良い結果につながる。

数ある疑問の中の１つを取り上げ、その要因を分析した結果と、考察の発表

　　　　その要因を生じないためにどのような解決方法をとればよいかを考え、実践し、　

その過程を分析、考察し発表。

３．研究テーマの選び方

　　研究テーマろ選ぶときのポイント


　　
　ヒントは実際の看護ケアからみつけることが大切！


４．看護研究には手順がある！！！

	１研究の動機の文章化

	どうしてこの研究に取り組もうと考えたか、きっかけや疑問が

どのように研究の動機に結びついたかを、文章で表現する。

※動機の説明にかかる文献を生かすとよい。動機を文章にするとき、１～２行ごとに根拠となる文献を入れると説得力が増す。

	２先行研究の収集

	動機となった事柄が、これまで、どのような内容で、どのくら

発表されているのかを調べる。

※研究にオリジナリティを出すためにも絶対に必要。

	３文献一覧の作成
	文献になりうる論文の要約を整理する。

	４研究方法の検討

	文献でどのような研究方法がとられていたかを参考に、どの方法が最も適しているかを検討する。

	５発表期日の設定
	学術発表の日程から逆算して研究のスケジュールを決める。

	６研究対象者の選定
	テーマにあった対象者の選択・依頼

	７研究計画書の作成
	研究計画書として作成。

	８倫理委員会へ提出
	院内の倫理委員会に規定の書類を提出し、委員会の許可を得る。

	　　　　　　　◎ここから本格的にデータをとるための研究となる！

	９データ収集
	研究計画書に沿ってデータ収集

	10データ分析
	データはパソコンで整理するべし！

	11結果の図表作成
	分析したデータのうち、図表にしたほうがわかりやすいものはパソコンで作成。

※研究結果は図表で示さないと効果がありません！

	12結果の解釈
	図表内容の分析。

※仮説で予想していた結果と違う場合の解釈は丁寧に行う。

	13結果の限界
	結果からみえる研究の限界は何かはっきりさせる

	14論文の作成
	まずは、結果を示す。それに合わせて、一貫性をもって論文を仕上げる。

	15学会発表の応募
	学会の投稿規程に合わせ、論文と抄録を作成

	
	


　

調べてみよう。。。





どうすればもっとよいケアになるのか。。。





・興味があるか


・関心があるか


・時代に合ったものか
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